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地域貢献施設「SHINONO-BA」（大和ハウス工業提供）

■工　事　名　称：ＤＰＬ東雲新築工事
■工　事　場　所：東京都江東区東雲１丁目７番号
■発　注　者：東雲特定目的会社（大和ハウス工業株式会社％

出資特定目的会社）
■設計監理者：株式会社フクダ・アンド・パートナーズ
■施　　　工：西松建設株式会社
■建　物　用　途：物流倉庫（倉庫業を営む倉庫）
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：ＰＣａＰＣ造、一部Ｓ造、基礎免震構造
■階　　　数：地上６階
■工　　　期：年１月日～年４月６日

（撮影：株式会社　エスエス東京支店　小椋　直浩）

ラウンジ

陸・海・空のインフラが
充実した立地

　東京都江東区の湾岸エリアで建設を進めてきた
「ＤＰＬ東京東雲」が完成しました。当社が開発す
る都内最大の大型マルチテナント型物流施設です。
「東京駅」から５㎞圏内という都心であるとともに、
再開発が進む東京湾岸エリアの運河沿いに位置し、
高速道路のインターチェンジや国際空港、埠頭への
アクセスにも優れるなど、陸・海・空の物流インフ
ラが充実した立地を備えています。
　当施設は、都市型物流施設として建物の圧迫感を
軽減させるため、グラデーションの外壁パネルや
カーテンウォールを採用し、周辺の景観とも調和す
る外観デザインにしました。また、車路やランプウ
ェイに防音壁の設置や反射光を低減できる防眩（ぼ
うげん）使用の太陽光発電システムを採用するなど、
周辺環境にも配慮しています。施設内には、テナン
ト企業様の従業員専用の保育施設を設けるほか、最
上階には、東京臨海副都心の眺望を楽しめるラウン
ジを設置して働きやすい環境を整えています。
　また、隣接する区立東雲緑道公園と一体利用が可
能な公開緑地を設け、集会所や公共トイレなどの地
域貢献施設を整備していることも特色の一つとなっ
ています。
　当社は全国各地で物流施設開発に取り組んでお
り、総延べ床面積は，万㎡を超えています。こ
れまでの開発で培った知見やノウハウを生かしなが
ら、引き続き、地域と共生する施設づくりを推進し
てまいります。

　大和ハウス工業が東京都江東区で整備を進めてきた延べ万㎡
超の大型マルチテナント型物流施設「ＤＰＬ東京東雲」が完成し
た。都内で同社が開発した最大の都市型物流施設となり、陸海空
の物流インフラへのアクセスに優れた場所に立つ。働きやすさや、
地域との共生も意識した施設づくりを行った。設計監理はフクダ
・アンド・パートナーズ（東京都中央区、福田哲也代表取締役）、
施工は西松建設が担当した。



都内最大規模のマルチテナント型物流施設
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　本計画は、大和ハウス工業様が展開する
「ＤＰＬ」シリーズの物流施設。東京都江東
区の中央部、東京駅から約５㎞の首都高速湾
岸線「東雲」ＪＣＴ近傍地で、東京の中心部
における物流拠点です。
　本施設は延床面積約万㎡、６階建て、ラ
ンプウェイにより、各階に大型車両が接車可
能な大型のマルチテナント型物流施設。１フ
ロアを２テナントに分割可能な、フレキシブ
ルで汎用性の高い施設計画としました。
　ＢＣＰ対応として免震構造を採用すること
により、地震に対する安全性向上だけでなく、
倉庫にとって重要な高い床剛性も確保しまし
た。また、大規模災害時の対応として非常用
発電機などを備えるとともに、それら重要設
備機器は浸水リスクレベルより上に設置。社
会インフラとして時間稼働できる施設とし
て計画しました。
　さらに、全館ＬＥＤ照明、太陽光発電シス
テムといった環境に配慮した設備も採用しま
した。敷地接道部には四季を通じてさまざま
な花や緑を楽しめるよう、緑地と遊歩道、ポ
ケットパークを設けることにより、本施設で
働く人々だけでなく、近隣の方々に対しても
憩いとくつろぎの場を提供できる環境設計と
しました。
　株式会社フクダ・アンド・パートナーズ
　設計・建設支援本部　設計第三部

　次長　吉澤　昌宏


